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第
三
十
一
条
の
二
中
「
第
四
種
第
四
級
の
道
路
又
は
」
を
削
る
。

第
三
十
七
条
中
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、「
又
は
都
道
府
県
道
の
区
域
を
変
更
し
、
当
該
変
更
に
係
る

部
分
を
市
町
村
道
と
す
る
計
画
が
あ
る
場
合
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
五
項
、
第
十
条
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
十
一
条

第
四
項
た
だ
し
書
並
び
に
第
十
二
条
中
「
第
三
種
第
五
級
」
と
あ
る
の
は「
第
三
種
第
五
級
又
は
第
四
種
第
四
級
」

と
、
第
五
条
第
三
項
中
「
及
び
第
三
種
第
五
級
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
第
三
種
第
五
級
及
び
第
四
種
第
四
級
」

と
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
四
種
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
種
（
第
四
級
を
除
く
。）」
と
、

同
項
中
「
第
三
種
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
種
若
し
く
は
第
四
種
第
四
級
の
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
種
」

と
あ
る
の
は
「
第
三
種
又
は
第
四
種
第
四
級
」
と
、
第
十
三
条
第
一
項
中
「
上
欄
に
掲
げ
る
値
」と
あ
る
の
は「
上

欄
に
掲
げ
る
値（
当
該
道
路
が
第
四
種
第
四
級
の
道
路
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、一
時
間
に
つ
き
四
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
又
は
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）」と
、
第
三
十
一
条
の
二
中
「
主
と
し
て
」
と
あ
る
の
は

「
第
四
種
第
四
級
の
道
路
又
は
主
と
し
て
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
道
及
び
市
町
村
道
の
構
造
の
一
般
的
技
術
的
基
準
等
）

第
四
十
一
条

都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
を
新
設
し
、
又
は
改
築
す
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
道
路
の
構
造
の

一
般
的
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
、
第
十
二
条
、
第
三
十
五
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
（
法
第

三
十
条
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
三
十
九
条
第
四
項
並
び
に
前
条
第
三
項
の

規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
中
「
第
三
種
第
五
級
」
と
あ
る
の
は
、「
第
三
種
第
五
級
又

は
第
四
種
第
四
級
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
三
十
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
か
ら
第
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
十
三
条
か

ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
四
項
（
法
第
三
十
条
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係

る
部
分
を
除
く
。）、
第
三
十
六
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
五
項
及

び
第
六
項
並
び
に
前
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
五
項
、
第
十
条
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
並
び
に
第
十
一
条
第
四
項
た
だ
し
書
中

「
第
三
種
第
五
級
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
種
第
五
級
又
は
第
四
種
第
四
級
」
と
、
第
五
条
第
三
項
中
「
及
び
第
三

種
第
五
級
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
第
三
種
第
五
級
及
び
第
四
種
第
四
級
」
と
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
一
条

第
一
項
中
「
第
四
種
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
種
（
第
四
級
を
除
く
。）」
と
、
同
項
中
「
第
三
種
の
」
と
あ
る
の
は

「
第
三
種
若
し
く
は
第
四
種
第
四
級
の
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
種
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
種
又
は
第
四
種

第
四
級
」
と
、
第
十
三
条
第
一
項
中
「
上
欄
に
掲
げ
る
値
」
と
あ
る
の
は
「
上
欄
に
掲
げ
る
値
（
当
該
道
路
が
第

四
種
第
四
級
の
道
路
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
時
間
に
つ
き
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
又

は
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）」と
、
第
三
十
一
条
の
二
中
「
主
と
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
種
第
四
級
の
道
路
又
は

主
と
し
て
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
一
般
国
道
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
道
」
と
、「
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村

道
」
と
あ
り
、
及
び
「
他
の
道
路
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
道
」
と
、「
当
該
部
分
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府

県
道
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
河
川
管
理
施
設
等
構
造
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

河
川
管
理
施
設
等
構
造
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
準
用
河
川
に
設
け
る
河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
に
つ
い
て
市
町
村
が
参
酌
す
べ
き
基
準
）

第
七
十
七
条

法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
は
、

第
二
条
か
ら
第
七
十
四
条
ま
で
及
び
前
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
第
四
号
及
び
第

八
号
中
「
河
川
整
備
基
本
方
針
に
従
つ
て
、
過
去
」
と
あ
る
の
は
「
過
去
」
と
、
同
条
第
五
号
中
「
河
川
整
備
基

本
方
針
に
従
つ
て
、
河
川
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
河
川
管
理
者
」
と
、
同
条
第
七
号
中
「
河
川
整
備
基
本
方
針

に
従
つ
て
、
計
画
高
水
流
量
」
と
あ
る
の
は
「
計
画
高
水
流
量
」
と
、
同
条
第
十
号
中
「
河
川
整
備
基
本
方
針
に

定
め
ら
れ
た
」
と
あ
る
の
は
「
河
川
管
理
者
が
定
め
た
」
と
、
第
七
十
三
条
第
四
号
中
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
あ

る
の
は
「
市
町
村
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
景
観
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

景
観
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
九
号
中
「
埠ふ

頭
保
安
規
程
」
を
「
埠
頭
保
安
規
程
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
中
「
認
可
に
係
る
」
を

削
る
。

第
二
十
条
第
六
号
イ
中
「
命
令
」
の
下
に
「
及
び
条
例
」
を
加
え
、
同
号
イ
\
中
「
第
四
十
五
条
第
二
項
」
の
下

に
「
及
び
第
三
項
」
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
第
二
号
イ
中
「
命
令
」
の
下
に
「
及
び
条
例
」
を
加
え
、
同
号
イ
\
中
「
第
四
十
五
条
第
二
項
」
の

下
に
「
及
び
第
三
項
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
（
以
下
「
第
一
次
一
括
法
」
と
い
う
。）第
三
十
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間

内
に
お
い
て
、
住
宅
地
区
改
良
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
一
次
一
括
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
。
以
下

「
新
公
営
住
宅
法
」
と
い
う
。）第
二
十
三
条
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、

改
良
住
宅
（
住
宅
地
区
改
良
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
改
良
住
宅
を
い
う
。
附
則
第
五
条
に
お
い
て
同
じ
。）の

入
居
者
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
住
宅
地
区
改
良
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
公
営
住
宅
法
第
二
十

三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
住
宅
地
区
改
良
法
第
二
十
九
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
次
一
括
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
公
営
住
宅
法
第
二
十
三
条
中
「
次

の
各
号
（
老
人
、
身
体
障
害
者
そ
の
他
の
特
に
居
住
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
（
次

条
第
二
項
に
お
い
て
「
老
人
等
」
と
い
う
。）に
あ
つ
て
は
、
第
二
号
及
び
第
三
号
）」と
あ
る
の
は
、「
第
二
号
及
び
第

三
号
」
と
す
る
。

第
三
条

第
一
次
一
括
法
第
三
十
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新

公
営
住
宅
法
第
二
十
三
条
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
密
集
市
街
地

に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
公
営
住
宅
法
第
二
十
三
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
、「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立

性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十

七
号
）
附
則
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
三
十

二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
公
営
住
宅
法
第
二
十
三
条
第
二
号
及
び
第
三
号
」
と
す
る
。

第
四
条

第
一
次
一
括
法
第
三
十
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新

公
営
住
宅
法
第
二
十
三
条
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン

の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
百
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
公
営
住
宅
法
第
二
十
三
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
、「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）

附
則
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
三
十
二
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
公
営
住
宅
法
第
二
十
三
条
第
二
号
及
び
第
三
号
」
と
す
る
。

第
五
条

第
一
次
一
括
法
第
三
十
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
前
に
公
営
住
宅
（
公
営
住
宅
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す

る
公
営
住
宅
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
改
良
住
宅
の
入
居
者
の
公
募
が
開
始
さ
れ
、
か
つ
、
同

日
以
後
に
入
居
者
の
決
定
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
け
る
当
該
公
募
に
応
じ
て
入
居
の
申
込
み
を
し
た
者
に

係
る
公
営
住
宅
又
は
改
良
住
宅
の
入
居
者
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
新
公
営
住
宅
法
第
二
十
三
条
（
住
宅
地
区
改
良
法

第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
一
次
一
括
法
附
則
第
十
四
条
第
三
項
並
び
に
附
則

第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
新
公
営
住
宅
法
第
二
十
二
条
第
一
項
（
住
宅
地
区
改
良

法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
同
日
前
に
公

営
住
宅
又
は
改
良
住
宅
の
入
居
の
申
込
み
が
さ
れ
、
か
つ
、
同
日
以
後
に
入
居
者
の
決
定
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と

き
に
お
け
る
当
該
公
営
住
宅
又
は
改
良
住
宅
の
入
居
の
申
込
み
を
し
た
者
に
係
る
公
営
住
宅
又
は
改
良
住
宅
の
入
居

者
の
資
格
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。
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